
「しごとのかんづめフェア」で自衛隊をＰＲ
た
。

を
設
置
。
自
衛
隊
の
採
用
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
滝
ヶ
原
駐
屯
地

か
ん
づ
め
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
静
岡
」
に
お
い
て
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

連
携
し
て
丁
寧
で
魅
力
あ
る
説
明
に
努
め
、
一
人
で
も
多
く
自
衛
官
志
願
者
が
増
え

と
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

士
長
が
、
自
衛
官
を
職
業
と
し
て
選
ん
だ
理
由
や
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
自
ら
の
体

こ
と
で
親
し
み
を
感
じ
、
自
衛
隊
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
男
女

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
と
年
齢
が
近
い
隊
員
か
ら
説
明
を
聞
く

（
御
殿
場
市
）
普
通
科
教
導
連
隊
で
勤
務
す
る
石
橋
優
子
３
等
陸
曹
と
籾
江
月
海
陸

こ
の
合
同
企
業
説
明
会
は
、
静
岡
県
内
５
２
の
企
業
や
団
体
が
会
場
内
に
ブ
ー
ス

る
よ
う
募
集
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
。

静
岡
地
本
は
、
こ
の
よ
う
な
企
業
説
明
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
今
後
も
部
隊
と

（
日
）、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
静
岡
市
）
で
行
わ
れ
た
静
岡
新
聞
社
主
催
の
「
し
ご
と
の

験
談
を
交
え
て
、
転
職
希
望
者
に
自
衛
隊
の
魅
力
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し

の
差
な
く
活
躍
で
き
る
仕
事
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
知
り
、
興
味
を
抱
い
た
」
な
ど

海自東京音楽隊が吹奏楽部生徒にプロの技を指導
演
奏
指
導
で
は
、
隊
員
が
生
徒
の
隣
に
寄
り
添
っ
て
「
一
つ
ひ
と
つ
の
音
を
し
っ
か

こ
れ
は
、
静
岡
県
防
衛
協
会
主
催
の
「
第
３
８
回
静
岡
音
楽
祭
」
に
両
団
体
が
出
演

う
職
業
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
活
動
を
進
め
て
い
く
。

田
谷
区
）
の
隊
員
に
よ
る
常
葉
大
学
附
属
常
葉
中
学
校
・
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
静
岡

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
学
校
と
連
携
し
て
生
徒
が
自
衛
官
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
数

真
剣
な
眼
差
し
で
指
導
に
聞
き
入
る
傍
ら
、
時
に
は
「
こ
の
部
分
を
教
え
て
ほ
し
い
」

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
１
月
１
３
日

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
月
２
５
日

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
ス
テ
ー
ジ
や
出
演
者
控
室
で
パ
ー
ト
ご
と
に
分
か
れ
て
指

「
明
る
い
曲
や
悲
し
い
曲
な
ど
、
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
音
に
反
映
さ
せ
る
と
も
っ
と
良
く

り
出
す
よ
う
に
意
識
し
て
」
と
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
一
緒
に
音
を
出
し
た
り
、

し
た
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
。
音
楽
隊
の
隊
員
は
生
徒
た
ち
に
少
し
で
も
自
衛
隊
を
身

市
）
生
徒
へ
の
演
奏
指
導
を
支
援
し
た
。

多
く
つ
く
り
、
自
衛
隊
の
多
岐
に
わ
た
る
任
務
や
、
平
和
を
仕
事
に
す
る
自
衛
官
と
い

「
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
の
技
術
は
す
ご
い
」
と
笑
顔
で
隊
員
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
。

（
金
）、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
（
東
京
都
世

導
を
行
っ
た
。

な
る
」
と
高
度
な
技
術
指
導
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
プ
ロ
の
技
を
学
ぼ
う
と


